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研究成果の概要（和文）：発達障害者の就労、就労継続をサポートするため、心身を落ち着かせることを目的と
し、帰宅後の行動・生活をサポートする家庭内要因について、日々の行動と環境要因に関するデータの収集とヒ
アリング調査を行い、家庭内環境アセスメント指標の開発を行った。開発した指標を使用し、本人の日中の行動
パターンや・飲食物情報・生体情報・ライフログから動的に室内環境を調整することで学習や睡眠、情動 の状
態を改善する室内環境コントロールシステムについて提案および効果の検証を行った。具体的には，情動コント
ロールを行う小空間環境，IoT植木鉢，薬茶システム等，簡易に室内環境調整ができるシステムを導出した。

研究成果の概要（英文）：It is important to support the employment and continued employment of 
persons with developmental disabilities. Therefore, with the aim of calming their minds and bodies 
after returning home, we conducted an interview survey and accumulation of data on daily behavior 
and environmental factors to investigate factors in the home (behavior, sleep, emotions, food and 
drink, etc.) that support their behavior and life after returning home. In addition, we developed an
 assessment index for the domestic environment.
A support system for improving learning, sleep, and emotional states by adjusting the indoor 
environment was proposed and its effectiveness was verified. Specifically, we derived a system that 
can easily adjust the indoor environment, such as a small-space space environment for emotion 
control, an IoT flowerpot, and a medicinal tea system.

研究分野：認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コロナ禍、室内での情動コントロールへのニーズが高まったことから、家庭内の行動・生活をサポートする家庭
内要因（行動、睡眠、情動、飲食物等）について、日々の行動と環境要因に関するデータの蓄積とヒアリング調
査を行った結果、家庭内においてもリラックスすることは困難であり、リラックスする環境の構築が必要である
こと，入眠や起床に関する課題が大きいことが明らかとなった。そのために情動コントロールや入眠前の光環境
や起床から入眠に至る生活リズムを整えることが必要であり、それらのニーズを実現するための支援機器を開
発，効果の検証を行ったことは社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
発達障害者の就労、就労継続は非常に困難であり、その解決は喫緊の課題である。また、就労前
の教育段階で個人特性にあった教育的支援は非常に重要であるが、発達障害の症状は 百人百様
であり状態像がつかみにくい。我々は発達障害児者の個人特性に応じた支援をおこなうため、 
学校・家庭・専門機関をつなぐ個別 ICT 支援システムを研究開発し運用、行動分析を行った結
果、家庭内での睡眠 導入までの過ごし方が日中の行動に影響があることが示唆された。 
 
２．研究の目的 
発達障害者の就労、就労継続をサポートするために本研究では帰宅後の心身を落ち着かせるこ
とを目的とし、帰宅後の行動・生活をサポートする家庭内要因（行動、睡眠、情動、飲食物等）
について、日々の行動と環境要因に関するデータの蓄積とヒアリング調査を行い，家庭内環境ア
セスメントバッテリーの開発を行う。さらに開発した指標を使用し、BMI-IoT 技術により本人
の日中の行動パターンや・飲食物情報・生体情報・ライフログから動的に室内環境を調整するこ
とで学習や睡眠、情動 の状態を改善コントロールする室内環境について提案および効果の検証
を行う。 
 
３．研究の方法 
①継続的な就労に必要な家庭内環境要因を明らかにする。続的な就労を可能とする力を育むた
めの家庭内要因を明らかにするため、発達障害者の 帰宅後の行動・生活をサポートする家庭内
要因について個人特性に応じたアセスメントバッ テリー（総合、睡眠、情動、学習、日中スキ
ルに加え家庭内環境要因として温度、湿度、音、音楽、光、気流、香り、室内植物、睡眠環境、
飲食等）を開発してアセスメントを行う。加えてアセスメントを行う項目として、ICF 概念に基
づく評価ツールとして障害レベルの評価や、独自に追加した指標を用いる。開発したアセスメン
トバッテリーを用いて評価を行い、継続的な就労に必要な家庭内の環境要因は何かを明らかに
する。 
②発達障害児者と支援者を支援する個別教育支援 ICT システムに家庭内環境指標を組み込み、 
個別ニーズに応じて BMI や IoT を用いた支援機器の開発を行うことで室内環境をコントロール 
する仕組みを開発する。発達障害児者の詳細な日々の行動と環境要因に関するデ ータの蓄積・
分析・情報共有（間接的支援）・環境要因コントロール（直接的支援）を行う。このことで発達
障害児者の詳細な日々の行動と環境要因に関するデータの蓄積・分析・環境要因コントロール
（直接的支援）を行い、室内環境コントロールが発達障害者の家庭内環境及び日中行動に及ぼす
影響について明らかにする。温度や湿度、照明など光環境や睡眠環境や飲食等、実社会の室内環
境に組み込みやすい介入方法の導出を行う。 
 
４．研究成果 
発達障害者の就労、就労継続をサポートするために、帰宅後の心身を落ち着かせることを目的と
し、帰宅後の行動・生活をサポートする家庭内要因（行動、睡眠、情動、飲食物等）について、
日々の行動と環境要因に関するデータの蓄積とヒアリング調査を行い、家庭内環境アセスメン
トバッテリーの開発を行った。開発した指標を使用し、本人の日中の行動パターンや・飲食物情
報・生体情報・ライフログから動的に室内環境を調整することで学習や睡眠、情動 の状態を改
善コントロールする室内環境について提案および効果の検証を行った。 
環境要因コントロール（直接的支援）として，室内環境コントロールが個人の日中行動に及ぼ
す影響 について、特に、飲食物やストレス（快ストレス・不快ストレス）が情動、睡眠に与え
る影響が大きいことが分かり、家庭内の環境要因として飲食物と音楽、クッションなどの素材に
ついてアセスメント項目の作成を行った。 
飲食物と睡眠、日中行動の関係について生薬・薬学の専門家と分析、並行してニーズ調査を行
い家庭内で実施しやすい介入方法の導出を行った。具体的には、個人特性、その時の体調にあっ
た飲料を提供する薬茶システムの開発を行い、飲食による介入が、家庭内環境要因として可能で
あることを示すことができた。特に入眠前には，抗菌・抗ウィルス作用があるといわれる板
藍根を煎じた茶を睡眠前に飲むことが、睡眠に困難を持つ被験者に対し有効であったケー
スが認められた．カフェインが入っていない飲料ではあるが桑茶などのハーブティーがコ
ーヒーのようなカフェインの入っている飲料よりも起床時の覚醒を維持するケースも認め
られた．さらなる検証が必要であるが，個人特性に応じて飲食による介入が，家庭内環境要
因として可能であることを示すことができた． 
また、特にコロナ禍、情動コントロールへのニーズが高まったことから家庭内や学校内、施設
内で使える情動喚起刺激を用いた小空間環境（DEN）の開発を行い，リラックスして学習できる
室内環境の開発を行い、生体情報と主観情報による評価を行った。 
さらにコロナ禍、各自で生活スタイルを整えるニーズが生まれた。コミュニケーションしながら



生活リズムを整えるための IoT 植物栽培植木鉢を開発した。朝起きた時に 「おはよう」、「カー
テンをあけて」等と中の植物のアバターを植木鉢に組み込まれたモニターに表示しコミュニ ケ
ーション支援を行うものである。事例研究として効果を調査したところ，生体評価・主観評価に
おいてリラックス効果が認められた。生活支援行いながらコミュニケーション支援を行い、植物
の生育状況と同時に人の行動情報、ライフログを収集できる IoT 支援機器として今後の発展が
期待できる仕組みである。 
安価に簡単に室内環境調整ができるものとして、照明の光源のみ、和紙を装着した条件、機能
和紙を装着した条件で脳波を用いた生体実験を行ったところ、有意に機能和紙を装着した条件
でリラックス効果が認められた。また室内の電子機器が発する照度が入眠に与える実験を行っ
た。この実験結果より夜に自動的に照度を落とし睡眠を促すシステムの提案を行った。以上のよ
うに家庭環境要因コントロールを行う仕組みを情動コントロール、睡眠、学習、飲食、生活リズ
ムの面から提案し、それらの効果の検証を行うことができた。 
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